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【 新年あけましておめでとうございます 】 

 あけましておめでとうございます。 

「小平市グリーンロード推進協議会」の発足から８年、昨年は協議会にとって大きな転

換点となる年でした。その一つが、組織改正を行い役員・評議員会方式から、総会方

式へと組織のあり方を変えたことでしょう。総会方式を採用することで、組織がスリムに

なっただけでなく、より皆さんに開かれた組織とすることができました。５月に行われた第

一回総会後の懇親会には、多くの方にご参加頂き、貴重なご意見をうかがうこともでき

ました。いかに皆さんがこの活動に心を砕き、ご協力を頂いているかを実感することがで

き、あらためてこの活動の重要性を心に刻む出来事でした。 

 また昨年は、「齋藤素巖グリーンロード美術館」構想の端緒として、武蔵野美術大学と

連携して彫刻展も実施。グリーンロード沿いの彫刻展示に寄付を募ったところ、全１５点

の作品が１週間を待たずに応募がいっぱいになる盛況となりました。 

 「グリーンロード」を次の世代に受け継ぐ財産としていくために、今後とも、変わらぬお力

添えを下さいますようお願い申し上げます。 

                   小平市グリーンロード推進協議会  会長 後藤  亘 

  

 明けましておめでとうございます。 

今年は、先々の佳い話題として、小平に３１年住まわれた小平ゆかりの彫刻家（近代日

本彫刻の重鎮）であった「齋藤素巖」のブロンズ像が台座の寄付と相俟って、愈々、小

平グリーンロード（狭山・境緑道）野外公園に設置する運びとなり、新たに彫刻の散歩道

が生まれます。 

 これを一つの大きな契機のもとに、それぞれの部会を核としたアイデア・プランを編み

だし新しい試みを積み重ね推進協議会の行事として定着するあしがかりをかためていき

たいと思います。 

 このような発動を通して心ある方々から発意、口コミ、手つなぎ等、有志との連携に支

えられての果実を求めていきましょう。 

                  小平市グリーンロード推進協議会  副会長 庄司徳治 
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【 小平市グリーンロード推進協議会 第二回役員会 開催 】  

日 時 平成１７年１０月１８日 午後７時～９時 

場 所 小平市役所 ６Ｆ 大会議室 

議 題  

１．協議事項 

 （１）小平市グリーンロード推進協議会からの提案と骨子について 

  ① 「ガーデニングコンテスト・オープンガーデン事業」計画（案） 

     １７年度開催した「ガーデニングコンテスト」を、今後推進協議会の事業として実施する。また、新たに、小 

    平市園芸組合が中心となって「オープンガーデン事業」に取り組む。この事業は、市民に住宅の庭を開放し    

    てもらい、個人住宅レベルでの緑化推進を図り、公園都市小平の実現を目指す先進的な取り組みです。 

 

  ② 「夢と炎の小平グリーンロード灯籠まつり」計画（案） 

     歴史ある灯籠飾りを小平の伝統行事として捉え、小平グリーンロード狭山・境緑道の小平駅から花小金井駅 

    間で夏に「（仮称）夢と炎の小平グリーンロード灯籠まつり」を開催する案です。夏の風物詩として小平グリーン 

    ロードを一大観光スポットにすると同時に、子供を巻き込んだ歴史教育にもなります。 

 

  ③ 「花を咲かせ隊」計画（案） 

     農業を行いながら高齢化等で十分な耕作ができず、耕作が滞りがちな農地に、耕作者を援助する形で「花 

    咲かせ隊」のボランティアを結成し、農地に花の種（例えば、菜の花畑、コスモス畑など）を播種する事業です 

    これにより小平グリーンロードの散策者に憩いの場を提供するとともに、農業の担い手対策の一助とする計画 

    です。 

 

  ④ 「花小金井駅南口広場整備」計画（案） 

     花小金井南口広場は、狭山・境緑道に面しており、開設して５年程の環境整備途上にある広場です。ここを 

    小平グリーンロード・狭山境緑道の活性化の拠点と位置付けます。広場中央の花壇部分に、経済栽培発祥の 

    地の農作物であるブルーベリーを植栽して「ブルーベリーの里こだいら」構想の案内塔として、またオープンガ 

    ーデンの第一号としてシンボル化するほか、齋藤素巖ブロンズ像や素巖案内看板を設置し「（仮）齋藤素巖グ 

    リーンロード美術館」の誘導口として活用する計画です。 

 

 （２）平成１８年度の推進協議会予算について 

    上記の事業を実施するために、推進協議会への市補助金について協議しました。 

 

２．報告事項 

 （１）秋の小平グリーンロードウォークと収穫祭の開催について 

 （２）齋藤素巖作品展及び野外展示事業について 

【 小平グリーンロード立体 】 に決まる 

 都市計画道路３・４・７号府中清瀬線（新小金井街道）の小平グリーンロードにかかる部分は今年３月末の開通 

にむけて準備が進められていますが、西武新宿線との立体交差箇所の名称が「小平グリーンロード立体」に決定 

したとの通知が東京都よりありました。名称の決定にあたっては、小平市や地元自治会の意見を参考にしたとのこ 

とです。 




